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号
）、
要
配
慮
者
の
保
護（
同
15
号
）、

的
確
な
情
報
提
供
及
び
被
災
者
か
ら

の
相
談（
同
17
号
）が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

指
定
緊
急
避
難
場
所
な
ら
び
に
指

定
避
難
所
の
指
定
等
に
関
す
る
規
定
に

お
い
て
、
市
町
村
長
は
避
難
先
の
確
保

な
ら
び
に
周
知
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

る（
第
49
条
の
4
〜
9
）。
避
難
生
活

に
関
し
て
は
、災
害
応
急
対
策
責
任
者

に
、
避
難
所
に
お
け
る
生
活
環
境
の
整

備
等（
第
86
条
の
6
）、
避
難
所
に
滞

在
で
き
な
い
被
災
者
へ
の
配
慮（
第
86

条
の
7
）が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
広

域
避
難
に
関
す
る
調
整
規
定
も
設
け

ら
れ
た（
86
条
の
8
以
下
）。

　

災
害
時
に
お
い
て
、
自
分
自
身
で
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
人（
避
難
行
動

要
支
援
者
）が
、地
域
に
よって
円
滑
に

避
難
支
援
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
が
市
町

村
長
に
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る（
第
49

条
の
10
）。
被
災
者
が
円
滑
な
生
活
再

建
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
被

災
者
台
帳
を
市
町
村
長
が
作
成
で
き
る

（
第
90
条
の
3
）。
こ
の
台
帳
に
は
、
被

災
者
の
被
災
状
況
や
受
給
済
み
の
支
援

制
度
な
ど
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
名
簿
や
台
帳
が
機

能
す
る
た
め
に
は
、
個
人
情
報
の
積
極

的
な
利
用
と
共
有
が
求
め
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
条
文
か
ら
、
①
画
一
的
な

支
援
で
は
な
く
て
個
々
人
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
被
災
者
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い

る
、
②
避
難
所
に
逃
げ
た
ら
そ
れ
で
終

わ
り
な
の
で
は
な
く
て
、
避
難
生
活
に

お
け
る
居
所
や
健
康
への
配
慮
も
重
要

に
な
っ
て
い
る
、
②
モ
ノ
・
カ
ネ
だ
け
で

は
な
く
て
、情
報
提
供
や
相
談
業
務
も

被
災
者
支
援
の
一
要
素
と
な
っ
て
い
る
、

と
いっ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、

法
改
正
に
よ
り
、「
行
政
の
行
政
に
よ

る
行
政
の
た
め
の
災
害
対
策
基
本
法
」

か
ら「
国
民
の
国
民
に
よ
る
国
民
の
た

め
の
災
害
対
策
基
本
法
」へ
の
方
向
転

換
が
図
ら
れ
た
と
評
価
で
き
る
。

　

こ
こ
で
取
り
あ
げ
た
規
定
は
、以
下

に
紹
介
を
す
る
被
災
者
支
援
の
法
制

度
の
立
法
な
ら
び
に
解
釈
・
運
用
指
針

と
し
て
機
能
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
ず
は
、
災
害
対
策
基
本
法
で
掲

げ
ら
れ
た
、被
災
者
支
援
の
基
本
理
念

を
運
用
面
で
定
着
化
さ
せ
る
こ
と
が

肝
要
で
、
雨
風
が
し
の
げ
て
お
に
ぎ
り

が
平
等
配
ら
れ
た
ら
そ
れ
で
いい
と
い
う

「
昭
和
の
被
災
者
支
援
観
」
か
ら「
現

は
じ
め
に

　

災
害
法
制
は
、
時
間
的
に
捉
え
れ

ば
、
災
害
予
防
・
減
災
―
災
害
応
急

対
策
―
災
害
復
旧
・
災
害
復
興
と
いっ

た
長
い
フェ
ー
ズ
に
わ
た
り
、災
害
対
策

基
本
法
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

領
域
の
法
制
度
が
存
在
し
て
い
る
。
本

稿
に
お
い
て
は
、
被
災
者
支
援
に
関
す

る
法
制
度
に
焦
点
を
絞
って
解
説
を
し

て
い
く
。

　

災
害
法
制
は
、シ
ョッ
キ
ン
グ
な
災
害

を
契
機
に
新
た
に
法
令
が
制
定
さ
れ
た

り
、改
正
さ
れ
る
と
い
う
特
徴
を
も
って

い
る
。
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
被
災

者
支
援
法
制
を
含
め
た
災
害
法
制
が

改
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
最
近

の
風
水
害
を
契
機
に
被
災
者
支
援
の

範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
。
本
稿
に
お
い

て
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
お
け
る
被

災
者
支
援
法
制
が
ど
の
よ
う
に
変
容

を
遂
げ
て
い
る
の
か
を
概
説
す
る
と
と

も
に
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
も
言
及

を
し
て
い
き
た
い
。

災
害
対
策
基
本
法

　

災
害
対
策
基
本
法
は
、
東
日
本
大

震
災
後
の
法
改
正
前
は
被
災
者
支
援

に
関
す
る
規
定
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

が
、2
0
1
2
年
・
2
0
1
3
年
の
法

改
正
に
よ
り
被
災
者
支
援
に
関
す
る

規
定
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
被

災
者
支
援
法
の
一つ
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
の
で
、
被
災

者
支
援
法
制
は
現
在
、
災
害
対
策
基

本
法
、災
害
救
助
法
、被
災
者
生
活
再

建
支
援
法
、災
害
弔
慰
金
支
給
等
法
の

四
法
か
ら
成
り
立
って
い
る
と
い
え
る
。

　

基
本
理
念
の
規
定
で
は
、
地
域
に
お

け
る
自
主
的
な
防
災
活
動
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
人
の
生
命
・
身
体
の
保

護
を
最
優
先
す
る
こ
と
、
被
災
者
の
年

齢
・
性
別
・
障
害
等
へ
の
配
慮
、
適
切

か
つ
迅
速
な
被
災
者
援
護
が
要
請
さ
れ

て
い
る（
第
2
条
の
2
）。
国
・
自
治
体

が
取
り
組
む
べ
き
こ
と
と
し
て
、
被
災

者
に
対
す
る
心
身
の
健
康
の
確
保
、
居

住
の
場
所
の
確
保（
第
8
条
2
項
14

東
日
本
大
震
災
後
の
災
害
法
制
と

被
災
者
支
援
法
に
つ
い
て

―
現
状
と
課
題
―

山
崎 

栄
一 

（
や
ま
さ
き
・
え
い
い
ち
）

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部 

教
授
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活
用
、
民
間
賃
貸
・
空
き
家
の
借
上
げ

も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
災
害
発
生
前
か

ら
特
別
基
準
に
つい
て
熟
知
し
て
お
き
、

災
害
直
後
か
ら
柔
軟
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
。

  

最
近
の
動
き
と
し
て
、2
0
1
9
年

の
風
水
害
を
契
機
に
準
半
壊
世
帯（
損

壊
割
合
10
％
以
上
20
％
未
満
）に
ま
で
、

応
急
修
理
の
対
象
が
拡
大
さ
れ
て
い

る
。

  

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
特
別
基
準

を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害

発
生
前
の
避
難
所
等
への
避
難
が
行
わ

れ
た
場
合
で
も
救
助
法
の
対
象
と
す

る
、
医
療
に
つ
い
て
も
予
防
的
な
措
置

も
救
助
法
の
対
象
と
す
る
、
医
療
に
加

え
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
も
救
助
法
の
対
象

と
す
る
、
法
的
に
は
可
能
で
あ
る
が
運

用
と
し
て
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
金
銭

支
給
の
実
施（
現
在
は
現
物
支
給
し
か

認
め
ら
れ
て
い
な
い
）等
、
現
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
支
援
メ
ニュ
ー
の
拡
大
が
求

め
ら
れ
る
。

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

　

本
格
的
な
生
活
再
建
を
支
え
る
制

度
が
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法（
以
下

「
支
援
法
」）で
あ
る
。

　

災
害
救
助
法
と
同
じ
く
、一
定
数
以

上
の
住
家
の
滅
失
が
あ
る
場
合
に
法
が

適
用
さ
れ
る
。

　

制
度
の
対
象
と
な
る
被
災
世
帯
と

支
援
金
の
支
給
額
は
図
表
②
③
の
通

代
に
ふ
さ
わ
し
い
被
災
者
支
援
観
」へ

の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

災
害
救
助
法

　

災
害
救
助
法
は
、
南
海
大
震
災
を

契
機
に
1
9
4
7
年
に
制
定
さ
れ
た
。

被
災
者
が
被
災
直
後
か
ら
利
用
を
す

る
こ
と
に
な
る
制
度
が
救
助
法
で
あ

る
。
災
害
救
助
法
の
支
援
メ
ニュ
ー
は

図
表
①
の
通
り
で
あ
る
。

　

災
害
救
助
法
に
よ
る
救
助
は
、原
則

と
し
て
都
道
府
県
知
事
が
行
う
こ
と
に

な
って
い
る
が
、
実
際
に
は
救
助
の
多
く

は
市
町
村
が
実
施
し
て
い
る
。
災
害
救

助
法
に
よ
る
救
助
は
、
原
則
と
し
て
市

町
村
内
に
一
定
数
以
上
の
住
家
の
滅
失

が
あ
る
場
合
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、救
助
に
要
し
た
費
用
に
つい
て

は
国
と
都
道
府
県
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
って
い
る
。
で
あ
る
か
ら
、
市
町
村
は

費
用
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
救
助
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

救
助
の
程
度
、
方
法
お
よ
び
期
間
は

あ
ら
か
じ
め「
一
般
基
準
」
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
正
式
な
名
称
は
、「
災
害
救

助
法
に
よ
る
救
助
の
程
度
、
方
法
及
び

期
間
な
ら
び
に
実
費
弁
償
の
基
準
」で

あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も

最
低
限
の
基
準
で
あ
って
、一
般
基
準
に

よ
っ
て
は
救
助
の
適
切
な
実
施
が
困
難

な
場
合
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
に
協
議

す
る
こ
と
で
、一
般
基
準
を
上
回
る「
特

別
基
準
」
を
設
定
す
る
こ
と
も
で
き

る
。　

　

特
別
基
準
の
設
定
に
よっ

て
、た
と
え
ば
、
避
難
所
に

お
い
て
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守

る
た
め
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
、

冷
暖
房
、
仮
設
洗
濯
場
・

風
呂
・
シ
ャ
ワ
ー
・
ト
イ
レ

を
設
置
す
る
と
か
、
高
齢

者
・
病
弱
者
に
対
す
る
配

慮
が
な
さ
れ
た
食
事
の
提

供
な
ど
が
可
能
と
な
る
。
こ

れ
ら
は
、
安
全
な
避
難
生

活
を
送
る
た
め
に
は
必
要

不
可
欠
な
措
置
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
の

制度の対象となる被災世帯

① 住宅が「全壊」した世帯
② 住宅が半壊、又は住宅の敷地に被害が生じ、その

住宅をやむを得ず解体した世帯
③ 災害による危険な状態が継続し、住宅に居住不能

な状態が長期間継続している世帯
④ 住宅が半壊し、大規模な補修を行わなければ居住

することが困難な世帯（大規模半壊世帯）
⑤ 住宅が半壊し、相当規模の補修を行わなければ居

住することが困難な世帯（中規模半壊世帯）

災害救助法の支援メニュー
① 避難所、応急仮設住宅の供与 
② 炊き出しその他による食品及び飲料水の供給 
③ 被服、寝具その他生活必需品の給与又は貸与 
④ 医療及び助産 
⑤ 災害にかかった者の救出 
⑥ 災害にかかった住宅の応急修理 
⑦ 生業に必要な資金、器具又は資料の給与又は貸与
  （災害援護貸付金等の各種貸付制度の充実により現在運用され

ていない）
⑧ 学用品の給与 
⑨ 埋葬 
⑩ 死体の捜索及び処理 
⑪ 災害によって住居又はその周辺に運ばれた土石、竹木等で日常

に著しい支障を及ぼしているものの除去 

図表②

図表①

支援金の支給額

損壊割合 基礎支援金
加算支援金

建設·購入 補修 賃貸
全壊解体
長期避難 50％以上 100万円 200万円 100万円 50万円

大規模半壊 40～49％ 50万円 200万円 100万円 50万円

中規模半壊 30～39％ なし 100万円 50万円 25万円

半壊 20～29％ なし なし なし なし

図表③
（単身世帯の場合は３／４）
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は
、
災
害
に
起
因
す
る
死
亡
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
が
争
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

東
日
本
大
震
災
後
に
は「
災
害
関
連

死
」
を
め
ぐ
る
裁
判
が
展
開
さ
れ
、
震

災
後
半
年
以
上
が
経
過
し
た
場
合
で

も
、
震
災
に
起
因
す
る
ス
ト
レ
ス
に
よ

り
心
筋
梗
塞
で
死
亡
し
た
被
災
者
の

関
連
死
が
認
め
ら
れ
て
い
る（
盛
岡
地

裁
2
0
1
5
年
3
月
13
日
判
決
）。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
災
害
関
連

死
の
認
定
要
件
の
緩
和
、災
害
関
連
死

の
防
止
に
向
け
た
調
査
や
施
策
の
実

施
、1
人
で
も
災
害
で
死
亡
／
障
害
な

ら
支
給
す
る
、障
害
見
舞
金
の
支
給
対

象
の
拡
大
化
、障
害
見
舞
金
に
つい
て
は

一
括
払
い
よ
り
も
年
金
方
式
も
視
野
に

お
く
、
自
然
災
害
に
よ
る
障
害
の
社
会

的
認
識
の
必
要
性（
阪
神
・
淡
路
大
震

災
に
お
い
て
は
自
然
災
害
に
よ
る
障
害

者
の
存
在
が
長
い
間
知
ら
れ
て
い
な
かっ

た
）、と
いっ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
被
災
者
支
援
法
制
を
中
心

に
現
状
と
課
題
を
概
説
し
て
いっ
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
被
災
者
支
援
の
質
の
維

持
と
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
切
れ
目

の
な
い
被
災
者
支
援
の
実
現
を
目
指
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た

め
に
は
、
被
災
者
支
援
法
制
の
統
合
化

（
被
災
者
総
合
支
援
法
の
提
案
）も
視

野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

  

今
後
に
お
い
て
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

首
都
直
下
地
震
等
が
発
生
し
た
場
合
、

十
分
な
被
災
者
支
援
が
出
来
る
の
だ
ろ

う
か
と
い
う
懸
念
が
残
さ
れ
て
い
る
。

巨
大
災
害
が
発
生
し
た
と
し
て
も
、被

災
者
支
援
の
質
を
な
る
べ
く
低
下
さ
せ

る
こ
と
な
く
被
災
地
の
隅
々
に
ま
で
安

定
し
た
支
援
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

全
国
規
模
の
支
援
体
制
を
整
備
す
る

と
と
も
に
、
安
全
な
被
災
地
外
へ
の
避

難（「
広
域
避
難
」
あ
る
い
は「
集
団
疎

開
」）体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
体
制
整
備
を
円

滑
化
さ
せ
る
よ
う
な
法
制
度
の
あ
り
方

に
つい
て
は
、今
後
も
検
討
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

り
で
あ
る
。

　

家
屋
の
損
壊
状
況
等
に
よ
っ
て
基
礎

支
援
金
の
金
額
が
、
住
宅
の
再
建
方
法

に
よ
っ
て
加
算
支
援
金
の
金
額
が
決
定

さ
れ
る
。
2
0
2
0
年
の
風
水
害
を

契
機
に
中
規
模
半
壊
世
帯（
損
壊
割

合
30
％
以
上
40
％
未
満
）を
対
象
に
加

算
支
援
金
の
半
額
相
当
の
み（
基
礎
支

援
金
は
な
し
）が
支
給
さ
れ
る
こ
と
と

なっ
た
。

　

支
援
金
の
申
請
は
、
被
災
地
の
市
町

村
に
対
し
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

申
請
時
の
添
付
書
面
と
し
て
は
、
基
礎

支
援
金
の
申
請
に
は
、
罹
災
証
明
書
・

住
民
票
等
が
、加
算
支
援
金
の
申
請
に

は
、
契
約
書（
住
宅
の
建
設
・
購
入　

賃
貸（
公
営
住
宅
以
外
））が
必
要
と

な
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
同
一
災
害

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
市
町
村
内
の

被
災
世
帯
が
少
な
い
た
め
に
適
用
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
る
、
半
壊
・一
部
損
壊

世
帯
に
対
す
る
救
済（
災
害
救
助
法
に

お
け
る
応
急
修
理
制
度
と
の
連
携
）、

地
盤
災
害
へ
の
支
給
、
住
宅
再
建
だ
け

で
は
な
く
収
入
保
障
も
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
の
か
、3
0
0
万
円
で
住
宅
再

建
が
可
能
な
の
か（
災
害
保
険
制
度
の

検
証
）、
財
源
の
問
題
、
と
いっ
た
点
が

あ
げ
ら
れ
る
。

災
害
弔
慰
金
支
給
等
法

　

災
害
に
よ
る
人
命
の
損
失
や
障
害
に

つ
い
て
の
救
済
制
度
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
災
害
弔
慰
金
な
ら
び
に
災
害
障

害
見
舞
金
の
2
つ
が
あ
る
。
災
害
救
助

法
と
同
じ
く
、一
定
数
以
上
の
住
家
の

滅
失
が
あ
る
場
合
に
法
が
適
用
さ
れ

る
。

　

支
給
対
象
と
支
給
金
額
は
図
表
④

の
通
り
で
あ
る
。

　

弔
慰
金
・

見
舞
金
の

申
請
は
、

被
災
地
の

市
町
村
に

対
し
て
行

う
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

災
害
弔
慰

金
の
支
給

に
関
し
て

謝辞
本稿は、JSPS科研費　20K20781、
17K01338、17H04507、17K12627
ならびに2018年度
関西大学学術研究員研究費の助成を
受けたものです。

図表④
災害弔慰金

（支給対象）
　配偶者、子、父母、孫、祖父母

（支給金額）
　生計維持者が死亡した場合 ……５００万円
　その他の者が死亡した場合 ……２５０万円

災害障害見舞金
（支給対象）
　重度の障害
　　両眼失明、要常時介護、両上肢ひじ関節
　　以上切断等
　　労災1級相当　あるいは　重い重複障害

（支給金額）
　生計維持者………………………250万円
　その他の者 ………………………125万円
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